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（３）これまでの取組内容と進捗状況



取組内容一覧

取組項目 取組機関
ページ
番号

①氾濫をできる
だけ防ぐ・減ら
すための対策

雨水ポンプ設備の改築 広島市 P4
大州雨水貯留池の整備 広島市 P5
八木・緑井地区雨水渠の整備 広島市 P6
里山マイスター研修の実施による森林整備の担い手育成 東広島市 P7
森林の水源涵養、水土保全機能の維持増進 廿日市市 P8
雨水幹線改築 府中町 P9
雨水ポンプ場機械電気設備更新 府中町 P10
森林や農地の維持管理 安芸太田町 P11
森林病害虫被害対策事業の推進 安芸太田町 P12
森林環境税を活用した森林整備、被害木等処理事業の推進 安芸太田町 P13
有害鳥獣被害対策の推進による河道への土砂流入抑制 安芸太田町 P14
森林や農地の維持・管理 安芸太田町 P15
自伐型林業研修の実施 安芸太田町 P16
土砂災害に対する事前防災対策の推進 広島県 P17
県管理区間の河川整備（三篠川） 広島県 P18
護岸（改良）等整備（広島港海岸） 広島県、広島港湾・空港整備事務所 P19
既設ダムの有効活用及び新規ダムの調査・検討 太田川河川事務所 P20
直轄管理区間の河川整備（太田川） 太田川河川事務所 P21
直轄管理区間の河川整備（天満川） 太田川河川事務所 P22
直轄管理区間の河川整備（三篠川） 太田川河川事務所 P23-28
砂防堰堤等の整備 広島西部山系砂防事務所 P29
土砂・洪水氾濫対策の検討 広島西部山系砂防事務所 P30

水源林造成事業の推進
（国研）森林研究・整備機構 森林整備セ
ンター 広島水源林整備事務所

P31 1



取組内容一覧

取組項目 取組機関
ページ
番号

②被害対象を
減少させるため
の対策

止水板設置に対する補助金制度の導入 広島市 P32

③被害の軽減、
早期復旧・復興
のための対策

水防訓練の実施 広島市 P33

降雨体験機を使用した防災に関する出前講座等の実施 広島市 P34
防災リーダー同士の意見交換会、防災訓練の実施 広島市 P35
浸水（内水）ハザードマップの作成 広島市 P36
土砂災害ハザードマップの作成・周知 広島市 P37
防災ヘリでの映像共有に関する訓練の実施 広島市、安芸太田町、太田川河川事務所 P38
防災意識の啓発、ハザードマップの配布、
河川カメラ画像の公開 等

東広島市 P39

「ひろしまマイタイムライン」の教材を活用した防災教育
の推進

廿日市市 P40

洪水ハザードマップ・内水ハザードマップの作成 廿日市市 P41
雨水ポンプ場の樋門操作要領作成 府中町 P42
府中町公式LINEによる情報発信 府中町 P43
WEBハザードマップの作成・防災講座による周知 府中町 P44
自主防災組織と連携した避難所ライフライン確保訓練の実
施

府中町 P45

府中町水防訓練の実施 府中町 P46
自治会との連携体制の再構築 安芸太田町 P47
水防管理者や住民との合同点検の実施 安芸太田町 P48
自主防災組織との連携強化 安芸高田市 P49

要配慮者利用施設の避難確保計画作成に係る講習会の開催 安芸高田市 P50 2



取組内容一覧
取組項目 取組機関

ページ
番号

③被害の軽減、
早期復旧・復興
のための対策

消防団員による水防訓練の実施 安芸高田市 P51
河川監視カメラ及び水位計の観測情報を一元化したWebサイ
トの運用

安芸高田市 P52

防災教育・水防訓練等の実施 北広島町 P53
令和５年度水防工法講習会の開催 広島県 P54
小学校におけるマイ・タイムライン出前講座の実施 広島県 P55
自主防災組織役員等を対象とした訓練及び研修会の実施支
援

広島県 P56

河川監視カメラの設置拡充 広島県 P57
防災気象情報の改善 広島地方気象台 P58
氾濫の危険性を視覚的に提供するための「カラー堤防」の
整備

太田川河川事務所 P59

風水害対策訓練の実施 太田川河川事務所 P60

非常時における相互支援方法等の確認
広島県、温井ダム管理所、太田川河川事務
所

P61

出前講座等の実施 太田川河川事務所 P62
防災知識の普及に向けた情報発信 太田川河川事務所 P63
民間企業におけるBCP作成支援 太田川河川事務所 P64
国土地理院HPにおける防災知識の普及 国土地理院 P65
YouTube、X等を活用した防災情報の発信 国土地理院 P66
土石流模型実験装置や3D土石流体験装置を使用した出前講
座の実施

広島西部山系砂防事務所 P67

広島市豪雨災害伝承館 広島市、広島西部山系砂防事務所 P68

「ASAKITAつながる災害伝承パネル」の作成支援 広島市 P69

④グリーンイン
フラの取組

小学校における河川環境学習の実施 広島市 P70
小中学校における河川環境学習の実施 北広島町 P71
小中学生や高校生等を対象とした水生生物調査の実施 太田川河川事務所 P72
温井ダム上流域等からの土砂バイパス等による生物の多様
な生息環境の保全・再生

温井ダム管理所 P73
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①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

広島市

流域治水協議会

○ポンプ場の改築等

雨水ポンプ設備の改築

年 度 ： 令和３年度
工 事 名： 鶴見ポンプ場雨水ポンプ設備工事
内 容 ： 雨水ポンプの老朽化による改築

施行前 施行後

■令和５年度 改築工事

・ 南観音ポンプ場 ・・・ 雨水ポンプ設備及び電気設備工事

・ 大州ポンプ場 ・・・・・ 雨水ポンプ設備、沈砂池機械設備及び電気設備工事

雨水ポンプ（立軸斜流 Φ７００ｍｍ） １台
雨水ポンプ用減速機 １台
雨水ポンプ用原動機（ディーゼル機関） １台

更新機器

■施工例

• 雨水ポンプの老朽化等による改築工事を実施している。
• 令和５年度は、南観音ポンプ場、大州ポンプ場を対象に改築工事を実施した。
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①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

広島市

流域治水協議会

○雨水幹線整備、改築

大州雨水貯留池の整備

• 都市機能が集積するＪＲ広島駅周辺地域（約52ha）を対象に、浸水対策事業として雨水貯留池を整備。
• 雨水貯留池は、広島市民球場（マツダスタジアム）のグラウンド下に設置。

• 降雨時に既設下水道管の能力を超えた雨水を一時的に貯留し、貯めた雨水は、晴天時に既設下水道管へ
返送。

• 球場の屋根やグランドに降った雨水は、球場のトイレ用水や周辺のせせらぎ水路などに再利用。

5

既設下水道管へ送水

（計画）

位 置 図

トイレの洗浄水として再利用
（※手洗い用の水は水道水）

広島市民球場（マツダスタジアム）の地下

【大州雨水貯留池（H21.4供用開始）】
○事業概要：
・排水面積：51.93ha
・貯留池水槽容量
浸水対策用貯留槽 14,000ｍ3
雨水再利用原水槽 1,000ｍ3
再利用処理済水槽 300ｍ3

せせらぎ水路用水
（※再利用水を循環して使用）



①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

広島市

流域治水協議会

○貯留管等の整備、調整池の改良

八木・緑井地区雨水渠の整備

• 平成２６年８月の集中豪雨（87㎜/h）により、大規模な土砂災害と広範囲に渡る浸水被害が発生した地区の
対策。

• 再度災害防止の観点から、内水氾濫対策として、下水道の整備水準を５年確率降雨から１０年確率降雨に
引き上げるとともに、下水道が整備する雨水幹線に河川の調整池としての機能を付加。

6

シールドマシン全景
（シールド機外径φ5,900mm）

雨水貯留管内部
（仕上がり内径φ5,250mm）

■対策の効果
• 整備水準を5年確率降雨(46㎜/h)から10年確率降雨(53㎜/h)に

引き上げることにより、浸水に対する安全度を向上。
• 河川との合築施設として整備することにより、下水道と河川がそ

れぞれ別々に施設整備を行うよりもコストを縮減。

位 置 図

• 施設規模は、河川の30年確率降雨により算定し、下水道の10年確率降雨を上回る部分については、河川の事業費を充当。
• 東西のマンホールに設置した二つのオリフィスにより、放流先河川（一級河川古川）への効率的な流量制御を実現。



①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

東広島市

流域治水協議会

○森林の整備・保全、治山施設の整備

7

里山マイスター研修の実施による森林整備の担い手育成

• 里山マイスター研修を実施し、山への関心や関わる担い手の育成に努めている。

実習の様子

【内容】
・地域の森林組合に委託しての里山講演会・フィールドワーク・実習を含む講座の開催。
・森林の概要や手入れ、活用の方法が分かるテキストの作成。



①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

廿日市市

8

森林の水源涵養、水土保全機能の維持増進

• 太田川の上流部に位置する頓原迫谷線の改良によって森林の水源涵養、水土保全機能の維持増進を図る。

流域治水協議会

○森林の整備・保全、治山施設の整備



①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

府中町

流域治水協議会

○雨水幹線整備、改築

9

雨水幹線改築

• 府中排水区、茂陰排水区、青崎・鹿籠排水区においては、雨水幹線管渠が非耐震施設であり老朽化も進ん
でいるため、耐震性能を有する管渠への改築を実施している。

• 令和４年度に府中１号幹線全線の改築工事を終了し、令和５年度からは茂陰１号幹線の改築工事を実施し
ている。

整備メニュー

府中排水区

茂陰排水区

青崎・鹿籠排水区

P

P

P

府中町役場

JR向洋駅

府中1号幹線

茂陰1号幹線

【凡例】

…排水区界

…ポンプ場
P

猿
猴
川

P
断面図（府中1号幹線：管更生）

• 整備水準目標…49.6mm/h (7年確率)
• 既設函渠の調査及び健全度評価(流下能力、構造性能）結果から改築方法を選定

府中１号幹線：更生工法-複合管（製管工法）及び自立管（製管工法）

改築

府中1号幹線(更生前) 府中1号幹線(更生後)

鹿籠2号幹線

【整備メニュー】

…雨水幹線改築

…当面5年事業予定箇所

…事業予定箇所

…事業完了箇所



①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

流域治水協議会

○ポンプ場の改築等

10

雨水ポンプ場機械電気設備更新

• 府中ポンプ場は供用開始から約４０年経過し、機械電気設備の耐用年数を超え老朽化も進んでいるため、ポ
ンプ場ストックマネジメント計画に基づき、令和５年度から機械電気設備の更新工事を実施している。

府中排水区

茂陰排水区

青崎・鹿籠排水区

P

P

P

府中町役場

JR向洋駅

府中ポンプ場

【凡例】

…排水区界

…ポンプ場P

猿
猴
川

P

年 度 ： 令和５年度
工 事 名： 府中ポンプ場１号主ポンプ用エンジン等更新工事
内 容 ： 雨水ポンプ機械電気設備老朽化による改築

■令和６年度以降の予定

・ 令和６年度：雨水ポンプ用原動機（ディーゼル機関） １台

・ 令和７年度：雨水ポンプ（立軸斜流 Φ１,35０ｍｍ） １台
雨水ポンプ用減速機 １台

・ 令和８年度：雨水ポンプ（立軸斜流 Φ１,35０ｍｍ） １台
雨水ポンプ用減速機 １台

雨水ポンプ用原動機（ディーゼル機関） １台

更新機器

■施工実績

府中町



①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

流域治水協議会

○森林の整備・保全、治山施設の整備

11

森林や農地の維持管理

• 地域おこし協力隊制度を活用し、森林や農地の維持管理をしている。
• 維持管理により、水源涵養機能の向上が期待できる。

安芸太田町



①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

流域治水協議会

○森林の整備・保全、治山施設の整備

12

森林病害虫被害対策事業の推進

• 安芸太田町では、ナラ枯れ・マツ枯れの原因となる病害虫被害対策を推進している。

• 被害拡大を抑え、枯損木を減らすことで、水源涵養機能、土壌保全機能が向上し、土砂・流木等の河道等へ
の流入抑制が期待できる。

森林病害虫被害対策事業

• ナラ枯れやマツ枯れの原因となる虫を駆除し、被害の拡大を抑え、枯損木を減らすことにより、多様で健全な森林環境の保全を図り、
森林の有する多面的機能の発揮を促進する。

• 安芸太田町は継続して森林病害虫被害対策事業を実施し、森林の荒廃を防ぐ取り組みとして位置付けている。

• ナラ類は薬剤の樹幹注入を行っており、マツは伐倒し、薬剤処理を行っている。

• ひろしまの森づくり事業（広島県補助金5割）を活用し、残り5割を町負担により実施しており、所有者負担無し。

ナラ枯れ被害の状況
（安芸太田町より提供）

マツの被害木処理状況
（安芸太田町より提供）

事業名 項目 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 備考（施業地等）

森林病害虫被害
対策事業

ナラ枯れ（本数） 60 109 100 86
ナラ枯れ・・・津浪（R1)、黒峠（R2)、

松原（R3)、筒賀（R4)

松くい虫（立法メートル） 76 50 50 48 松くい・・・寺領（R1、R2、R3、R4)

〇整備実績

安芸太田町



①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

流域治水協議会

○森林の整備・保全、治山施設の整備

13

森林環境税を活用した森林整備、被害木等処理事業の推進

• 令和３年度より森林環境税を活用した森林整備を行っており、令和５年度は森林所有者から管理を任された
山林の５０haの整備を予定している。

• 住居等への被害のおそれのある被害木等の伐倒・整理を推進している。

• これらの取り組みにより、家屋・人的被害の軽減を図るとともに、水源涵養機能・土壌保全機能の向上により、
土砂・流木等の河道等への流入抑制が期待できる。

森林環境税を活用した森林整備 被害木等処理事業
• 放置林を整備することにより、森林環境を保全し、公益的機能

の維持増進を図る。

• 森林所有者に意向調査を行い、町に管理を任せると回答した所
有者の山林の整備を実施しており、令和５年度は５０haの整備
を予定している。所有者負担無し。

• 被害木等を処理することにより流木被害や家屋、人的被害の軽
減を図る。

• 住居や集会施設等へ被害のおそれのある場合や土砂災害等の
危険性のある谷川において、被害木等を伐倒、整理する事業。

• 補助率は事業費の7/10以内

• ただし、土砂災害警戒区域に属する箇所については9/10以内

間伐の実施状況
（安芸太田町より提供）

家屋の裏の危険木伐採状況
（安芸太田町より提供）

項目 令和３年度 令和４年度

森林環境税 整備
件数（筆数） 1 ２０

間伐面積（ｈａ） 0.46 １７．１１

補助事業名 項目 令和２年度 令和３年度 令和４年度

被害木処理事業
被害木の処理 1 1 0

危険木の処理 4 7 9

〇整備実績 〇整備実績

安芸太田町



①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

流域治水協議会

○森林の保全整備、農地の保全
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有害鳥獣被害対策の推進による河道への土砂流入抑制

• イノシシによる堤防法面や河川内・田畑の掘り起こし被害が発生しており、水路や河道への土砂流入及び堤
防弱体化が懸念されている。

• 狩猟免許取得者及び地域おこし協力隊制度を活用し、有害鳥獣被害対策を推進している。
• 捕獲したイノシシ等のジビエ販売による地域おこしの推進とともに、土砂等の河道等への流入抑制が期待。

有害鳥獣被害対策

• イノシシによる堤防法面や河川内の掘り起こし、田畑の掘り起こし被害等が発生しており、水路や河道への土砂流入及び堤防弱体化を防ぐた
め、捕獲し駆除を行っている。

• 安芸太田町では狩猟免許を持っている人は原則、安芸太田町有害鳥獣捕獲班に入ってもらっている。そのため、猟期以外では有害鳥獣捕獲が
可能となっている。

• 地域おこし協力隊制度を活用し、有害鳥獣被害対策に取り組む隊員の募集を行っている。

• 捕獲したイノシシやシカは、町が整備している食肉処理加工場を通しジビエとして販売可能となっている。

土居河川堤防法面の掘り起こし状況
（安芸太田町より提供）

田んぼ法面の掘り起こし状況
（安芸太田町より提供）

鳥獣名 令和2年度 令和3年度 令和４年度

イノシシ 181頭 353頭 143頭

〇捕獲頭数

補助事業名 補助内容 補助率

狩猟者免許
取得奨励事業

狩猟者免許取得に要する経費（受験料、講習会受講料等）
※安芸太田町有害鳥獣捕獲班員になることを要件とする

定額

安芸太田町



①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

流域治水協議会

○森林の整備・保全、治山施設の整備
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森林や農地の維持・管理

• 農林業者の高齢化や後継者不足による農林業人口の減少に伴い、休耕地や放置林が増加し、防災機能が
低下する。

• 森林環境税を活用した森林整備、被害木等処理事業、ひろしまの森づくり事業を活用した森林病害虫被害
対策事業等により森林保全を実施しており、①土砂崩壊の防止、②土壌の侵食や流出抑制が期待される。

• また、地域おこし協力隊制度を活用し、森林や農地を維持・管理する取組を実施。水を蓄えやすい森林・農
地が増え、洪水防止や土砂崩壊防止等に繋がっている。

放置林の状況

安芸太田町の会計年度任用職員として採用され、林業
（安芸太田町役場、太田川森林組合、日新林業）農業（井
仁地区）で活躍

〇農地の保全につながる活動として、休耕田にひまわ
りやジャーマンカモミールなどを植栽

○棚田を保存するため、田んぼのオーナー制度を活用（
無印良品が田んぼのオーナーの1人となって田植え体
験や収穫体験などの企画を考案中）

○中山間地域等直接支払交付金や多面的機能支払交
付金を活用し農地を維持・管理

地域おこし協力隊として定住した事例
・いにぴちゅ会として井仁地区の棚田保全の活動に取り
組み、空き家を活用したカフェをオープンし、定住。

休耕地の状況

課題 取組

○休耕地：大雨や台風時の一時貯留効果が減
少することで、流出時間が短縮し、流出量が
増大する。

○放置林：下刈や枝打もされてない山の地表
は土壌がやせており、土砂災害が発生しや
すくなる。 棚田を一望できるカフェ棚田体験の様子

稲刈り体験の様子

田植え体験の様子草刈り体験の様子

出典： 安芸太田町ホームページ

安芸太田町地域おこし協力隊とは？？

安芸太田町



①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

流域治水協議会

○森林の整備・保全、治山施設の整備
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自伐型林業研修の実施

• 安芸太田町では、地域の豊かな自然と林業の魅力を子供に伝える取り組みの一環として、2004年以降、児

童の林業体験学習を実施。森林組合の指導員や町職員が講師となり、樹木伐採や切り倒した木を使っての
コースター作り等体験を実施している。

• また、豊かな自然環境・森林資源の持続的な活用と生業創出のため、自伐型林業に関心のある人等を対象
に、チェーンソーの取扱や作業道開設などの研修を実施し、自伐型林業を推進している。

林業体験学習 自伐型林業の研修

戸河内小学校・筒賀小学校
5年生林業体験（R4.10.27）加計小学校 5年生林業体験（R4.10.25）

出典：安芸太田町立加計小学校ホームページ

出典：NPO法人 自伐型林業推進協会ホームページ

出典：中国新聞

加計小学校 5年生林業体験（R3.11.16）

日付 イベント名 参加者

R3.11.16 林業体験
加計小学校5年生
安芸太田町産業振興課、太田川森林組合

R4.10.25 林業体験
加計小学校5年生
安芸太田町役場加計支所、産業観光課

R4.10.27 林業体験
戸河内小学校・筒賀小学校5年生（17名）
安芸太田町、太田川森林組合

安芸太田町



①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

広島県

流域治水協議会

○砂防堰堤等の整備による土砂流出対策
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土砂災害に対する事前防災対策の推進

• 今後も激甚化が懸念される土砂災害から県民の命と暮らしを守るため、住宅密集地や災害時に重要な役割
を担う防災拠点、インフラ・ライフラインの保全など効果的な事前防災対策を推進する。

市 町 砂防事業 急傾斜事業 合 計

広島市 23（23） 26（22） 49（45）

中区 １（0） 1（0）

東区 ４（4） ４（4） 8（8）

西区 １（1） ６（6） 7（7）

安佐南区 ５（5） ９（7） 14（12）

安佐北区 11（11） ６（5） 17（16）

佐伯区 ２（2） ２（2）

廿日市市 ２（2） ２（2）

府中町 １（0） １（0）

安芸太田町 ６（4） ４（4） 10（8）

北広島町 １（1） １（1） ２（2）

合計 32（30） 32（27） 64（57）

事前防災対策（R３～７年度）

落久保右支3（広島市東区）

山根町5地区（広島市東区）

※（ ）は、事前防災対策箇所のうち、事業実施箇所数【令和5年度末時点】



①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

流域治水協議会

○各支川の浸水被害から居住地を守る堤防整備、河道掘削、河道拡幅、護岸整備、護岸整備、堰の改築、堤防強化 等

18

県管理区間の河川整備（三篠川）

• 三篠川においては、平成３０年７月豪雨により、家屋等の流失・浸水や護岸崩壊，橋梁損壊など甚大な被害
が発生したため、河道拡幅や河床掘削等を行うことで流下能力を向上させ、被災流量に対する家屋浸水被
害の解消を図っている。

• 現在、改良復旧を計画している全５区間において、用地取得を進めるとともに、築堤・護岸整備や河道拡幅、
河道掘削等の工事を順次進めており、令和５年度末で護岸工が約９割完了している。

【横断図（イメージ）】
今次出水位

改修後水位

河道の拡幅・掘削により
改修後の水位が下がり、
家屋浸水を解消

河道拡幅 河床
掘削河道拡幅

今次出水位

改修後水位

改良復旧計画区間③
2,050m

改良復旧計画区間④
2,900m

改良復旧計画区間②
800m

改良復旧計画
区間⑤

1,150m

関
川

河
津
川

三篠川 災害復旧助成事業対象区間 L=7.50km

栄堂川

改良復旧計画区間①
600m

（県管理区間下流端(0k000）～終点箇所
(18k700)）

【平面図】

県管理区間

【施工状況写真】

改良復旧計画区間④

改良復旧計画区間③

※令和５年8月末時点の進捗率である。

改良復旧計画区間①
区間 契約 完了

① 100% 95%

区間 契約 完了

② 51% 28%

区間 契約 完了

③ 80% 66%

区間 契約 完了

④ 87% 75%

区間 契約 完了

⑤ 99% 80%

広島県



①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

広島県、広島港湾・
空港整備事務所

流域治水協議会

○広島市街地を高潮浸水被害から守る護岸（改良）等整備、高潮対策
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護岸（改良）等整備（広島港海岸）

• 流域治水対策の一環として、下流デルタ域においては、「広島沿岸海岸保全基本計画」（平成２６年９月）に
基づき、高潮対策として護岸（改良）等を実施する。

江波地区

江波

令和３年１月現在護岸（改良）のイメージ図

胸壁のイメージ図

天満川：護岸(改良)

元安川：護岸(改良)

旧太田川：護岸(改良)

中央西地区

江波
観音 吉島

令和5年１１月現在

旧太田川：護岸(改良)・堤防(改良)

県事業箇所

旧太田川：護岸(改良)、胸壁 【整備メニュー】

整備済箇所

令和5年度事業箇所

護岸（改良）等【高潮対策】

当面5年箇所事業予定箇所

県事業箇所

旧太田川：護岸(改良)、胸壁

※高さはD.L表示
※T.P.＋1.84m≒C.D.L＋0.00m



①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

流域治水協議会

○既設ダムの有効活用及び新規ダムの調査・検討
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既設ダムの有効活用及び新規ダムの調査・検討

• 令和６年度より『太田川総合開発事業』として、治水機能増強検討調査に着手し、樽床ダム等において、既存
ストックを最大限活用する計画を検討した上で、さらなる洪水調節機能の増強が必要な場合には、ダムの整
備について検討を進める。

太田川河川事務所

概要（主な検討対象）※

本事業では、既往最大の平成17年9月洪水に加え気候変動の影響を踏まえた洪水に対して、
被害の防止又は軽減策を検討する。

洪水 太田川での被災状況

H17年9月
被災家屋：約486戸
氾濫面積：約130ha

H30年7月
被災家屋：約787戸
氾濫面積：約352ha

主な既往災害

○目的 ： 発電（中国電力（株））
○諸元 ： ダム高42.0m、総貯水容量20,600千m3

【樽床ダム（既設）】

事業の目的

※ 詳細については、今後の調査・検討及び関係機関との協議により確定。

○場所： 広島県 山県郡 北広島町 及び 安芸太田町

【H17.9洪水 安芸大橋 下流左岸付近】

樽床ダム

太田川本川

太田川上流部の様子

太田川流域図



耐震対策矢板

堤防工事進捗状況（庚午地区）
工事着手済：1,200m/1,700m【約70%】
工事完成 ：1,200m/1,700m【約70%】

草津（くさつ）地区
耐震対策 L＝約400m

※詳細な調査の結果、地震に対する堤防の安全性
が確認されました。

庚午（こうご）地区
耐震対策 L＝約1,700m
令和2年6月着手（現在工事中）

完成 L=約1,200m

草津港

広島南道路

庚午橋

旭橋

太
田
川

対策不要

①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

流域治水協議会

○広島市街地を高潮浸水被害から守る堤防整備、耐震対策、防潮水門、排水機場整備 等

減災対策協議会

○高潮整備 21

直轄管理区間の河川整備（太田川）

• 太田川（庚午地区）において堤防耐震対策工事を実施している。
• 工事が完成することで、地震時の液状化に対する安全性が向上し、浸水被害を軽減する。

太田川河川事務所



①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

流域治水協議会

○太田川の浸水被害から居住地を守る堤防整備、河道掘削、堰の改築、堤防強化 等

減災対策協議会

○堤防整備（浸透対策、パイピング対策、流下能力対策） 22

直轄管理区間の河川整備（天満川）

• 天満川（中広地区）において堤防整備を実施している。
• 工事が完成することで、中広地区において浸水被害を軽減する。

太田川河川事務所

中広大橋

横川駅

中広（なかひろ）地区
堤防整備 L＝約525m
令和2年10月着手（現在工事中）

工事進捗状況
工事着手済：330m/525m【約63%】
工事完成 ：330m/525m【約63%】

完成 L=約330m

約1.5mかさ上げ

堤防施工状況（令和６年３月撮影）

完成区間

天
満
川

中広大橋

（R6.3時点）



①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

流域治水協議会

○各支川の浸水被害から居住地を守る堤防整備、河道掘削、河道拡幅、護岸整備、堰の改築、堤防強化 等

減災対策協議会

○堤防整備（浸透対策、パイピング対策、流下能力対策） 23

直轄管理区間の河川整備（三篠川）

• 平成３０年７月豪雨により被災した護岸等については全て復旧済み。

• 平成３０年７月豪雨と同規模の水位における浸水被害を軽減するため、浸水被害が発生した堤防未整備の
４箇所の堤防整備、及び堰改築、河道掘削等を実施中。

• 広島県管理区間の整備と併せた完成を目指す。

太田川河川事務所



工事進捗状況
着手済：700m／700m【100％】
完 成：600m／700m【85％】

横川橋

築堤イメージ

築堤
約3m

薬師橋

HWL

※現地の状況、修正設計等により計画延長が変更となる場合があります。

令和6年3月撮影

①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

流域治水協議会

○各支川の浸水被害から居住地を守る堤防整備、河道掘削、河道拡幅、護岸整備、堰の改築、堤防強化 等

減災対策協議会

○堤防整備（浸透対策、パイピング対策、流下能力対策） 24

直轄管理区間の河川整備（三篠川）

• 三篠川（樽原地区）において浸水被害防止のための築堤工事を実施している。

• 築堤工事が完成することで樽原地区において平成３０年７月豪雨規模の洪水でも家屋浸水被害を軽減させ
ることができる。

太田川河川事務所

（R6.3時点）



①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

流域治水協議会

○各支川の浸水被害から居住地を守る堤防整備、河道掘削、河道拡幅、護岸整備、堰の改築、堤防強化 等

減災対策協議会

○堤防整備（浸透対策、パイピング対策、流下能力対策） 25

直轄管理区間の河川整備（三篠川）

• 三篠川（赤石地区）において浸水被害防止のための築堤工事を実施している。

• 築堤工事が完成することで赤石地区において平成３０年７月豪雨規模の洪水でも家屋浸水被害を軽減させ
ることができる。

太田川河川事務所

工事進捗状況
着手済：200m／200m【100％】
完 成：180m／200m【 90％】

築堤 約1m

築堤イメージ
令和 6年3月撮影

HWL

※現地の状況、修正設計等により計画延長が変更となる場合があります。

（R6.3時点）



①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

流域治水協議会

○各支川の浸水被害から居住地を守る堤防整備、河道掘削、河道拡幅、護岸整備、堰の改築、堤防強化 等

減災対策協議会

○堤防整備（浸透対策、パイピング対策、流下能力対策） 26

直轄管理区間の河川整備（三篠川）

• 三篠川（丁地区）において浸水被害防止のための築堤工事を実施している。

• 築堤工事が完成することで丁地区において平成３０年７月豪雨規模の洪水でも家屋浸水被害を軽減させるこ
とができる。

太田川河川事務所

工事進捗状況
着手済：400m／400m【100％】
完 成：270m／400m【68％】

養
老
橋

築堤イメージ

築堤
約2m

約5m

HWL

令和6年3月撮影

※現地の状況、修正設計等により計画延長が変更となる場合があります。

（R6.3時点）



①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

流域治水協議会

○各支川の浸水被害から居住地を守る堤防整備、河道掘削、河道拡幅、護岸整備、堰の改築、堤防強化 等

減災対策協議会

○堤防整備（浸透対策、パイピング対策、流下能力対策） 27

直轄管理区間の河川整備（三篠川）

• 三篠川（友光地区）において浸水被害防止のための築堤護岸工事が完成した。

• 築堤護岸工事の完成により友光地区において平成３０年７月豪雨規模の洪水でも家屋浸水被害を軽減させ
ることができる。

太田川河川事務所

工事進捗状況
着手済：400m／400m【100％】
完 成：400m／400m【100％】

築堤
約1.5m

約5m 築堤イメージ

小河原川

◎高陽自動車学校

HWL

※現地の状況、修正設計等により計画延長が変更となる場合があります。

新
鳥
声
橋

完成 L=約400m

令和6年3月撮影



①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

流域治水協議会

○各支川の浸水被害から居住地を守る堤防整備、河道掘削、河道拡幅、護岸整備、堰の改築、堤防強化 等

減災対策協議会

○堤防整備（浸透対策、パイピング対策、流下能力対策） 28

直轄管理区間の河川整備（三篠川）

• 水位低下のための取水堰の撤去、取水堰の代わりとなる取水施設の設置工事が完成した。

• 取水堰の撤去により洪水時の水位が低下し、平成３０年７月豪雨規模の洪水でも家屋浸水被害を軽減させ
ることができる。

太田川河川事務所

工事進捗状況
着手済：250m／250m【100％】
完 成：250m／250m【100％】
※現地の状況、修正設計等により計画延長が変更となる場合があります。

三
篠
川

三
篠
川

令和6年3月撮影

堰撤去による水位低下のイメージ

堰 堰

堰撤去前 堰撤去後

水位低下

完成 L=約250m

取水施設（新設）



①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

広島西部山系砂防事務所

流域治水協議会

○砂防堰堤等の整備による土砂流出対策

29

砂防堰堤等の整備

• 土石流による人的被害、家屋被害、重要な交通網の途絶などの被害を軽減するために、砂防堰堤や渓流保
全工等の砂防施設の整備を行っている。

九品寺５号砂防堰堤（広島市安佐北区）

山本６号砂防堰堤（広島市安佐南区）

事業実施箇所

※１：平成30年7月豪雨災害対応箇所
※２：令和3年8月大雨災害対応箇所

上畠１号砂防堰堤（広島市安佐北区）

戸坂新町南２号砂防堰堤（広島市東区）

市　区 箇　所

城北

飯室上畠

大林

口田南※１

緑井・八木

山本一部※２含む

伴中畑

井口台

田方※２

己斐上※２

上温品

馬木※１

五月が丘

美鈴が丘

倉重

広島市安芸区 矢野東※1

宮内・明石

原
廿日市市

広島市安佐北区

広島市西区

広島市東区

広島市安佐南区

広島市

広島市佐伯区


Sheet1



				市　区 シ ク				箇　所 カ ショ

				広島市 ヒロシマシ		広島市安佐北区 ヒロシマシ アサキタク		城北 ジョウホク

								飯室上畠 イムロ ウエバタケ

								大林 オオバヤシ

								口田南※１ クチタ ミナミ

						広島市安佐南区 ヒロシマシ アサミナミク		緑井・八木 ミドリイ ヤギ

								山本一部※２含む ヤマモト イチブ フク

								伴中畑 トモ ナカハタ

						広島市西区 ヒロシマシ ニシク		井口台 イノクチダイ

								田方※２ タガタ

								己斐上※２ コイ ガミ

						広島市東区 ヒロシマシ ヒガシク		上温品 カミ ヌクシナ

								馬木※１ ウマキ

						広島市佐伯区 ヒロシマシ サエキク		五月が丘 サツキ オカ

								美鈴が丘 ミスズ オカ

								倉重 クラシゲ

						広島市安芸区 ヒロシマシ アキク		矢野東※1 ヤノ ヒガシ

				廿日市市 ハツカイチシ				宮内・明石 ミヤウチ アカイシ

								原 ハラ









①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

流域治水協議会

○土砂・洪水氾濫対策の検討

30

土砂・洪水氾濫対策の検討

• 平成３０年７月豪雨では、多数の斜面崩壊が発生し、それらが流下し河道を埋塞することで土砂や水が下流
域で氾濫する土砂・洪水氾濫が発生し、周辺家屋のみならず地域を支える交通網にも甚大な被害を与えた。

• 土砂・洪水氾濫の発生ポテンシャル調査や氾濫解析、施設配置の検討など、土砂・洪水氾濫対策の検討を
実施することで、河道埋塞の原因となる土砂流入を防止するための効率的な施設配置が可能となり、流域内
の安全度を向上させる。

大屋大川

平成30年7月豪雨による被災直後の
呉市天応地区（大屋大川）

大屋大川

県道66号線

大屋大川における被災前状況(イメージ)

大屋大川

県道66号線

大屋大川における被災後状況

土砂・洪水氾濫解析の一事例土砂・洪水氾濫の発生イメージ
出典：札幌開発建設部HP

対策工の一例（遊砂地工）

広島西部山系砂防事務所



間伐実施前 間伐実施後

森林整備実施イメージ

①氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

（国研）森林研究・整備機構
森林整備センター 広島水源林整備事務所

流域治水協議会

○森林の整備・保全、治山施設の整備

31

水源林造成事業の推進

• 奥地水源地域の民有保安林のうち、所有者の自助努力等による適正な整備が見込めない箇所において、針
広混交林等の森林を整備することにより、森林の有する公益的機能の高度発揮を図っている。

• 水源林造成事業地において除間伐等の森林整備を計画的に実施することで、樹木の成長や下層植生の繁
茂を促し、森林土壌等の保水力の強化や土砂流出量の抑制を図り、流域治水を強化促進している。

• 太田川流域における水源林造成事業地は、約１４０箇所（造林地面積 約２,５００ha）であり、流域治水に資す
る除間伐等の森林整備を計画的に実施予定。（令和５年度は植栽約１８ｈａ・除間伐等約１００haを実施）

太田川流域における水源林造成事業地

針交混交林 育成複層林

水源林の整備

太田川流域

水源林造成事業地



②被害対象を減少させる
ための対策

広島市

流域治水協議会

○止水板の設置に対する助成

32

止水板設置に対する補助金制度の導入

• 近年、集中豪雨が増加し、浸水被害が多発していることから、市民が自ら行う浸水被害の軽減対策として、
止水板設置費用の一部を本市が補助する制度を導入している。

• 止水板の購入や設置工事に掛かる費用の２分の１を
補助。

• 補助金の上限は５０万円。

• 宅地内への雨水の浸入を防止するため、市街化区
域のうち、過去に浸水被害があった場所又は浸水
被害が発生するおそれがある場所を対象に、止水
板の購入や設置に掛かる費用の一部を補助
（令和２年度より開始）。

■事業概要

■補助制度の申請件数

■設置状況

■補助額

R2 R3 R4 R5
(R5.10末)

累計

27件 19件 13件 5件 64件



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

広島市

流域治水協議会

○水防活動の効率化及び水防体制の強化

減災対策協議会

○リアリティのある水防訓練の実施 33

水防訓練の実施

【実施時期及び実施場所】

５月～７月 行政区ごとに実施

【実施内容】

• 土のう作成

• 積み土のう工法

• ビニールシート張り工法

• ロープ結索

• 応急手当、搬送訓練

• 安全管理研修 等

【実施機関】

区役所、消防署・消防団、自主防災会等

• ５月～７月に、区役所、消防署・消防団、自主防災会等を対象とした水防訓練を実施している。



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○防災教育の推進及び防災情報の効果的な発信・活用

減災対策協議会

○出前講座等を活用した防災教育の推進 34

降雨体験機を使用した防災に関する出前講座等の実施

市職員による出前講座
（放課後児童クラブ）

地域の防災リーダーによる
出前講座(市内小学校）

防災フェアにおける降雨体験

• 管内の小学校や商業施設等にて、降雨体験機を使用した防災に関する出前講座等を実施し、防災意識の
向上を図った。

広島市



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○防災教育の推進及び防災情報の効果的な発信・活用

減災対策協議会

○出前講座等を活用した防災教育の推進 ○自主防災組織の育成や活動支援、連携強化 35

防災リーダー同士の意見交換会、防災訓練の実施

• 地域の防災リーダー同士の事例発表・意見交換会、地域独自の取組紹介（地域の防災訓練等）、自主防災
組織や消防団等が連携した防災訓練（炊き出し訓練）を実施した。

地域独自の取組紹介
（地域の防災訓練等）

地域の防災リーダー同士の
事例発表・意見交換会

自主防災組織や消防団等が連携した
防災訓練（炊き出し訓練）

広島市



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○ハザードマップ等の作成・周知

減災対策協議会

○想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知 36

浸水（内水）ハザードマップの作成

• 浸水に対する円滑な避難行動や平常時からの防災意識の向上に活用するため、大雨時に浸水が想定され
る区域や浸水する深さ等を明示した浸水（内水）ハザードマップを作成している。

■事業概要

浸水（内水）ハザードマップ作成・改定状況

• 市域全体の下水道が整備されている箇所の内、浸水被害の報告が多い地区から順次、作成。
• 公表済みハザードマップについては、浸水対策事業の進捗に合わせて順次、改定。
• 令和７年度までに浸水想定区域図を作成し、その後速やかにハザードマップを作成。

浸水（内水）ハザードマップ

広島市



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○ハザードマップ等の作成・周知

減災対策協議会

○想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知 37

土砂災害ハザードマップの作成・周知

• 土砂災害に対する円滑な避難行動や平常時からの防災意識の向上に活用するため、土砂災害の種類ごと
に土砂災害警戒区域等を明示した土砂災害ハザードマップを作成・周知している。

 土砂災害ハザードマップを適宜更新予定（HP等において周知）

（土砂災害ハザードマップ）

広島市



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

広島市、安芸太田町、
太田川河川事務所

流域治水協議会

○水防活動の効率化及び水防体制の強化

減災対策協議会

○水防管理者等への連絡体制の再確認と伝達訓練の実施 38

防災ヘリでの映像共有に関する訓練の実施

• 災害時に備え、防災ヘリでの自治体との映像共有について訓練を実施した。
• 災害発生時においては、防災ヘリ等を活用した迅速な被災状況調査を行い、自治体との連携を図る。

搭乗及び上空映像の様子 映像確認の様子

防災ヘリ 安芸太田町

日時：令和５年９月２５日（月）
参加機関：広島市、安芸太田町、太田川河川事務所

・安芸太田町長による
映像確認参加機関搭乗者 温井ダム 安芸太田町

三川合流部 祇園・大芝水門 太田川河口域



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

東広島市

流域治水協議会

○防災教育の推進及び防災情報の効果的な発信・活用 ○ハザードマップ等の作成・周知 ○洪水時の河川情報の見える化（水位・映像等）

39

防災意識の啓発、ハザードマップの配布、
河川カメラ画像の公開等

• 防災意識の啓発として、出前講座・防災訓練・ハザードマップの配布などを行っている。
• 避難行動等の参考に、河川カメラ（関川）の画像を公開している。
• 共助機能を担う消防団の充足率向上と、防災力の資質向上を図っている。

• 民間組織及び社協が中心となり、福祉団体・住民組織・消防団・市が参加する志和地域災害時連絡会議を
開催している。

地域防災力強化研修（自主防・消防団合同）
R5.11.18

河川カメラの画像（関川・志和町）

中小河川ハザードマップを転入者に配布



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

廿日市市

流域治水協議会

○防災教育の推進及び防災情報の効果的な発信・活用

40

「ひろしまマイタイムライン」の教材を活用した防災教育の推進

• 災害時に、児童・生徒一人ひとりが備えや安全な行動等を認識し、自分の命は自分で守る力を身に付けるこ
とが目的。

• 防災に関する知識を身に付け、自分の命を守る「自助」、共に助け合う「共助」の行動や心の育成等を図る取
組を学校教育活動を通して行う。

【実施内容】
○本市の防災に関する専門的な知識を有する職員による市内の各小・中学校を対象に「ひろしまマイタイム
ライン」の教材を活用した防災教育を実施している。

○令和元年度からの実施事業である。

【マイタイムラインの教材】



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○ハザードマップの作成・周知

41

洪水ハザードマップ・内水ハザードマップの作成

• 洪水ハザードマップを作成し、同時にWEB版ハザードマップも導入。
• 廿日市市内の内水浸水想定区域の指定を受けて、内水ハザードマップを作成する。
• 対象区域の市民に配布することで、市民の防災意識の向上と避難行動の促進を図る。

【取組期間】
○洪水浸水ハザードマップ：令和４年度
○内水浸水ハザードマップ：令和７年度（予定）

〈地図面〉 〈学習面〉

廿日市市



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○排水計画の作成及び排水訓練の実施

42

雨水ポンプ場の樋門操作要領作成

• 府中町の雨水ポンプ場３施設の樋門（ゲート）操作要領を作成し、警戒体制の実施・ゲート等の操作方法・点
検について対応を定めている。

府中町

令和５年度に実施した操作訓練の概要 ゲートの点検記録様式



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○防災教育の推進及び防災情報の効果的な発信・活用

減災対策協議会

○SNSを活用した防災情報の共有 43

府中町公式LINEによる情報発信

• 府中町公式LINEを活用し、平常時は防災に係る情報だけでなく、府中町の情報を随時発信し、避難情報発
令時には、避難情報の発信を行っている。

平常時 洪水時

府中町



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○ハザードマップ等の作成・周知

減災対策協議会

○想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知 44

WEBハザードマップの作成・防災講座による周知

• 想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知を行っている。

令和４年度
ＷＥＢハザードマップの作成

町内小学校への防災講座
ハザードマップの周知

府中町



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○防災教育の推進及び防災情報の効果的な発信・活用

減災対策協議会

○自主防災組織の育成や活動支援、連携強化 45

自主防災組織と連携した避難所ライフライン確保訓練の実施

• 自主防災組織の育成や活動支援、連携強化を行っている。

自主防災組織との取組事例ついて
～避難所ライフライン確保訓練～

大規模地震が発生したと想定し、参加し

た自主防災組織が主体となって避難行動

を行い、避難所における各ライフライン

初動対応訓練を行った。

訓練内容：「避難の呼びかけ訓練」

「避難所対応訓練」

「停電時対応訓練」

「断水時対応訓練」

府中町



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○水防活動の効率化及び水防体制の強化

減災対策協議会

○リアリティのある水防訓練の実施 46

府中町水防訓練の実施

• 府中町消防本部の協力のもと、水防技術の維持・向上、さらに若手職員の災害活動においての知識や技能
の習熟を図り、町民の生活安定のために町職員個々の防災力向上を図っている。

基本的知識や技能の習熟 実践訓練

府中町

令和５年５月２６日（金）午前の部 １０：００～１１：３０

午後の部 １３：３０～１７：００

■水防訓練の実施日程



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

安芸太田町

流域治水協議会

○防災教育の推進及び防災情報の効果的な発信・活用

減災対策協議会

○自主防災組織の育成や活動支援、連携強化 47

自治会との連携体制の再構築

• 自治会との連携体制の再構築に取り組んでいる。（避難所開設準備依頼を直接代表者に連絡する等）

（これまで）
• 避難情報発令時において、自治会長に対して地域避難所の開設を要請

（令和４年度より）
• 自主防災組織代表者に対しても避難所開設の要請の連絡
• これまで情報共有が希薄だったため、プッシュ型で役員の交替等の情報交換

【令和５年度の予定】

• 広島県のご支援をいただきながら自主防災組織への支援や避難訓練実施の働きかけ、防災啓発に取り組
むことを計画。

【令和５年度の実績】

防災講演会（10/22） 自治会との防災情報交換会

• 広島県のご協力のもと、防災啓発の一環として防災講
演会を開催。

• また、自治会に出向いて防災に関する情報交換会を開
催し、想定最大規模降雨の洪水ハザードマップ等を配
布、説明するとともに町ホームページにも掲載を開始。



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○水防活動の効率化及び水防体制の強化

減災対策協議会

○重要水防箇所等、洪水に対しリスクが高い区間について水防管理者や地域住民が参加する合同点検の実施 48

水防管理者や住民との合同点検の実施

• 太田川本川の重要水防箇所等洪水に対しリスクが高い区間について水防管理者等や地域住民が参加する
合同点検を実施している。

＜安芸太田町＞ 実施日：令和５年６月８日（木）

参加機関：安芸太田町、安芸太田町消防団、広島市安佐北消防署安芸太田出張所、広島県西部建設事務所安芸太田支所

実施内容：重要水防箇所や危険箇所、防災情報等の提供について合同で現地巡視及び資料提供・説明を実施

安芸太田町

令和５年６月８日（木） 安芸太田町エリア 実施状況



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

安芸高田市

流域治水協議会

○防災教育の推進及び防災情報の効果的な発信・活用

49

自主防災組織との連携強化

■自主防災組織、学校等を対象とした防災講話の実施
・ 実施日：2023年5月～11月にかけて14回実施
・ 実施内容：洪水・土砂災害に関する防災講話

■自主防災組織活動成果報告会
・ 実施日：2023年9月2日
・ 参加組織：自主防災組織15組織（内３組織が成果報告を実施）
・ 実施内容：自主防災組織の活動成果報告

避難訓練、防災講話、避難所見学会等の実施状況

• 自主防災組織・学校等を対象とした防災講話や、自主防災組織活動成果報告会を実施し、自主防災組織と
の連携強化を図っている。



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○要配慮者利用施設の避難確保計画作成の促進

50

要配慮者利用施設の避難確保計画作成に係る講習会の開催

• ２０２２年度に要配慮者利用施設における避難確保計画作成に係る講習会を実施。
• ２０２３年１月２６日時点では対象施設４０施設中１１施設が浸水に係る避難確保計画を未作成であったが、

２０２３年３月２８日時点で４０施設中全ての施設で避難確保計画作成済みとなった。

安芸高田市

• 実施日：2023年1月26日
• 実施内容：避難確保計画が未作成の施設を対象に、避難確保計画作成に係る講習会を開催。

■講習会の実施概要



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○水防活動の効率化及び水防体制の強化

51

消防団員による水防訓練の実施

• 消防団員による水防訓練を２回実施した。

安芸高田市

• 実施日：2023年6月4日(日)
• 訓練参加者：高宮方面隊 54名
• 実施内容：土のう積み訓練

• 実施日：2023年6月25日(日)
• 訓練参加者：八千代方面隊 ５７名

• 実施内容：水防工法・シート張り工法・土のう
積み訓練



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○防災教育の推進及び防災情報の効果的な発信・活用 ○洪水時の河川情報の見える化（水位・映像等）

52

河川監視カメラ及び水位計の観測情報を一元化した
Webサイトの運用

• ２０２３年６月１日より、市内の河川監視カメラ及び水位計の観測情報を一元化したWebサイトの運用を開始
し、市ホームページにて公開している。

安芸高田市



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

北広島町

流域治水協議会

○防災教育の推進及び防災情報の効果的な発信・活用 ○水防活動の効率化及び水防体制の強化

53

防災教育・水防訓練等の実施

• 自主防災会や小中学生を対象とした防災教育、消防署員等を対象とした水防訓練を実施している。

■自主防災会等の住民団体を対象とした防災教育の実施
実施日：令和5年５月２５日、6月８日、６月１１日、6月２５日、７月２日、７月２３日、

１１月１２日の計７回
実施内容：消防・防災について、防災の備え・近年の災害について等

■小中学生を対象とした防災教育の実施
実施日：令和５年5月30日 芸北中学校
実施内容：土砂防災に対する防災教育

■水防訓練の実施
実施日：令和5年6月18日
実施内容：水防工法、土のうづくり、シート張り工法など

■消防署員、消防団員及び町職員を対象とした 小型車両系建設機械運転特別教育等
実施日：令和5年9月16日～17日、10月15日の計3回
実施内容：整地等及び解体の運転訓練
実施日：令和5年11月26日
実施内容：災害現場を想定した重機実技研修



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

広島県

流域治水協議会

○水防活動の効率化及び水防体制の強化

減災対策協議会

○リアリティのある水防訓練の実施 54

令和５年度水防工法講習会の開催

【実施時期等】

日時：令和５年６月１２日（月）～令和５年6月13日（火）

場所：沼田川河川防災ステーション

• シート張り工法

【対象機関】

• 県職員、市町職員等

■令和５年度水防工法講習会

• 排水ポンプ車実演

【内容】

• 令和５年６月１２日に、県職員・市町職員を対象とした水防工法講習会を実施した。



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○マイタイムラインの作成支援

減災対策協議会

○マイタイムライン等の作成促進 55

小学校におけるマイ・タイムライン出前講座の実施

• SNSによる広報、小学校を対象にした、出前講座による紹介及び作成補助を実施している。

広島県

市町
実施実校数
（小学校）

延べ受講人数

広島市 15校 714名

安芸高田市 ７校 209名

江田島市 ３校 67名

北広島町 ４校 69名
府中町 １校 73名
海田町 ２校 113名
熊野町 １校 32名

坂町 ２校 40名

全県（参考） 127校 5,319名



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○防災教育の推進及び防災情報の効果的な発信・活用

減災対策協議会

○自主防災組織の育成や活動支援、連携強化 56

自主防災組織役員等を対象とした訓練及び研修会の
実施支援

• 自主防災組織役員や防災リーダー等を対象としたセミナーや災害図上訓練等を実施するとともに、防災リー
ダーを対象とした研修会を実施する市町の支援を行っている。

広島県



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○洪水時の河川情報の見える化（水位・映像等）

減災対策協議会

○河川のリアルタイム映像の提供設備の検討 57

河川監視カメラの設置拡充

• 人口・資産が集積する洪水予報区間や水位周知区間、豪雨により浸水被害が発生した河川を中心に、令和
４年度までに１２３箇所に設置し、運用を開始している。

• よりきめ細かな情報提供に向け、令和５年度以降は洪水予報区間・水位周知区間への設置を拡充するとと
もに、市町と連携した迅速かつ円滑な住民の避難に活用するため、その他河川においても設置していく。

広島県

水系 令和４年度まで 令和６年度出水期まで 設置河川

太田川水系 １７ ７
根谷川、南原川、水内川（２）、新安川（２）、鈴張川、三篠川（２）、湯坂川、栄堂
川、奥迫川、矢口川、安川※、大土川、府中大川（２）※、榎川、太田川、八幡川、
西宗川、吉木川、小河内川、関川

◯ 国土交通省ホームページ「川の防災情報」にて公開しています。
※CCTVカメラにおいては、「広島県河川防災情報システム」にて公開しています。

◯ 引き続き、県民が河川防災情報を入手しやすい環境の整備を進めます。

【設置例】 【画像公開例】

奥迫川（広島市安佐北区）

〈運用箇所数〉

※CCTVカメラ含む



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○防災教育の推進及び防災情報の効果的な発信・活用

減災対策協議会

○防災気象情報の改善 58

防災気象情報の改善

TwitterやFacebookの掲
載イメージ図

「顕著な大雨に関する気象情報」について、現在は発表基準を実況で満たしたときに発表しているところ、予測技術を活用し、線状降水帯による
大雨の危機感を少しでも早く伝えることを目指す。
加えて、以下のデータも提供
〇楕円データ（線状降水帯の雨域）

⇒データ配信（事業者等向け）
〇「顕著な大雨に関する気象情報」の発表基準を満たした事例（線状降水帯の事例）

⇒気象庁HPの解説ページに自動掲載

広島地方気象台

• 令和５年度より、「顕著な大雨に関する気象情報」（線状降水帯の発生をお知らせする情報）をこれまでより
最大３０分程度前倒しして発表する運用を開始。



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○洪水時の河川情報の見える化（水位・映像等）

減災対策協議会

○河川のリアルタイム映像の提供設備の検討 59

氾濫の危険性を視覚的に提供するための
「カラー堤防」の整備

• 安佐北区亀山の太田川左岸に、監視カメラで氾濫の危険性を視覚的に捉え、住民避難に役立てるための
「カラー堤防」を設置している。

川の防災情報カラー堤防の様子

水位観測所の基準水位を堤防にペイント
（同様の事例は橋桁などではあるが

堤防では極めて珍しい試み）

川の防災情報からも

氾濫の危険性を視覚的
に確認

太田川河川事務所



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○水防活動の効率化及び水防体制の強化

減災対策協議会

○水防管理者等への連絡体制の再確認と伝達訓練の実施 60

風水害対策訓練の実施

＜中国地整＞
○風水害対策訓練
• 実 施 日：令和5年4月28日（金）
• 実 施 場 所：太田川河川事務所（5階災害対策室）
• 参 加 者：中国地方整備局、太田川河川事務所職員、

その他機関
• 実 施 内 容：災害情報の収集・伝達の手段・方法・伝達系統
等、災害対応に必要な基本的事項を関係機関と連携し確認。

• 令和５年４月２８日に、災害対応について関係機関と確認することを目的とした風水害対策訓練を実施した。

太田川河川事務所



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○水防活動の効率化及び水防体制の強化

減災対策協議会

○備蓄水防資機材情報の共有及び非常時における相互支援方法の確認 61

非常時における相互支援方法等の確認

太田川水防連絡会開催状況

＜広島県＞

• 備蓄水防資機材情報については、水防連絡会において
情報共有。

• 非常時における相互支援については、「中国地方におけ
る災害時の支援に関する申し合わせ」により実施。

＜太田川河川事務所＞
• 令和5年5月25日（木）に開催した太田川水防連絡会で確

認。
＜温井ダム管理所＞

• 毎年、出水期前に通警報説明会を実施。（関係機関と伝
達手段や内容を再確認する）（令和５年６月７日開催）

• 出水期前に太田川水防連絡会、通警報説明会等を開催し、非常時における相互支援方法及び伝達手段を
確認している。

広島県、温井ダム管理所、
太田川河川事務所



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○防災教育の推進及び防災情報の効果的な発信・活用

減災対策協議会

○出前講座等を活用した防災教育の推進 62

出前講座等の実施

• 令和５年度においては、管内の学校や商業施設等にて、降雨体験機等を使用した防災に関する出前講座等
を実施し、防災意識の向上を図った。

62

体験型防災学習
（安芸太田町）

防災ひろば2023
（マツダスタジアム）

下水道ふれあいフェア
（広島市西部水資源再生センター）

出前講座
（城山北中学校）

たられば防祭
（LECT、アルパーク）

出前講座
（東野小学校）

民間企業と共同実施。
堤防除草の実施見学。

マイ・タイム
ラインとは？

流域治水とは？

ARによる洪水体験。

必死に耐える降雨体験。防災の普及啓発活動。
ダムの役割
とは？

太田川河川事務所



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○防災教育の推進及び防災情報の効果的な発信・活用

減災対策協議会

○マスメディアと連携した情報発信 63

防災知識の普及に向けた情報発信

• 各メディアと連携し、防災知識の普及に向けた情報発信を実施している。

ひろしま NEWS WEB こうじ君のなぜなぜ豆辞典

出典：NHK ひろしま NEWS WEB
https://www3.nhk.or.jp/hiroshima-news/20230623/4000022739.html

田んぼとまちの安全 みんなですすめる流域治水

出典：RCC こうじ君のなぜなぜ豆辞典
https://iraw.rcc.jp/play/videos/607312
https://iraw.rcc.jp/play/videos/607521

洪水から守るために広島と太田川の歩み

防災情報の司令塔

・災害対策室における
役割を説明

太田川河川事務所



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○民間企業におけるＢＣＰ作成支援

64

民間企業におけるＢＣＰ作成支援

• 災害時に被災地域を早期に復旧するためには、被災地での応急復旧作業を担う地域建設業の果たす役割は
極めて重要となっている。

• ＢＣＰを策定することで、建設会社自らが被害を受けた場合に『①従業員を守ること、②企業を存続させること』
ができ、地域防災力の向上につながるものであることから、より多くの建設会社のBCPの策定が望まれる。

• なお、地域建設業におけるBCPの策定を推進するため、中国地方整備局では認定制度を運用し、一定の認定
基準に適合していれば「災害時の基礎的な事業継続力を備えている建設会社」として認定証を交付している。

太田川河川事務所

・太田川流域内においては、建設業者32社がBCPを策定し、認定されている。
・中国地方整備局における「一般土木工事」、「維持修繕工事」の一般競争参加資格
の認定を受け、中国地方に本店を有する建設会社等を対象としている。

（※凡例の昨年度は、令和４年度を示す。）



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

減災対策協議会

○出前講座等を活用した防災教育の推進

65

国土地理院HPにおける防災知識の普及

国土地理院ホームページでの一例
https://www.gsi.go.jp/CHIRIKYOUIKU/saigaini_so
naeru.html

• 国土地理院ホームページ「地図で学ぶ防災ポータル」において、防災知識を普及している。

国土地理院



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

国土地理院

減災対策協議会

○SNSを活用した防災情報の共有

66

YouTube、X等を活用した防災情報の発信

• YouTube、X等を活用し、平常時は防災意識向上に係る情報、災害発生時は被災状況を地図に表した情報を
発信している。



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

広島西部山系砂防事務所

流域治水協議会

○防災教育の推進及び防災情報の効果的な発信・活用

67

土石流模型実験装置や3D土石流体験装置を
使用した出前講座の実施

• 令和５年度においては、管内の小学校や商業施設等にて、土石流模型実験装置や３Ｄ土石流体験装置を使
用した防災に関する出前講座を実施した。

実施日 イベント名 開催場所

5月27日(土) 安佐南防災フェス イオンモール広島祇園

6月6日(火)
6月8日(木)

防災教育 井口台小学校

6月15日(木) 防災教育 阿品台中学校

6月27日(火) 類似体験型出前講座 海田南小学校

7月2日(日) 可部学区防災訓練 可部小学校

7月6日(木) 防災教育 四季が丘中学校

7月23日(日) 防災ひろば マツダスタジアム

9月3日(日) 佐伯区総合防災訓練 楽々園小学校

9月3日(日) たられば防祭 レクト・アルパーク

9月17日(日) 東区防災訓練 中山小学校

10月21日(土) 防災さんぽ 宮園地区コミュニティ

11月1日(水) 防災教育 城山北中学校

11月4日(土) エディオンスタジアム広島フェスタ 広島広域公園陸上競技場

11月12日(日) 安佐北区防災訓練 落合小学校

11月23日(祝) 防災教育 安北小学校

11月26日(日) 五月が丘学区防災訓練 五月が丘小学校

12月10日(日) 美鈴が丘学区防災訓練 美鈴が丘小学校

■出前講座実績

可部学区防災訓練

たられば防祭（レクト・アルパーク）

防災教育（井口台小学校）


Sheet1



				実施日 ジッシ ビ		イベント名 メイ		開催場所 カイサイ バショ

				5月27日(土) ガツ ニチ ド		安佐南防災フェス		イオンモール広島祇園

				6月6日(火)
6月8日(木) ガツ ニチ ヒ ガツ ニチ モク		防災教育 ボウサイ キョウイク		井口台小学校 イノクチダイ ショウガッコウ

				6月15日(木) ガツ ニチ モク		防災教育 ボウサイ キョウイク		阿品台中学校 アジナダイ チュウガッコウ

				6月27日(火) ガツ ニチ ヒ		類似体験型出前講座		海田南小学校 カイタ ミナミ ショウガッコウ

				7月2日(日) ガツ ニチ ニチ		可部学区防災訓練		可部小学校 カベ ショウガッコウ

				7月6日(木) ガツ ニチ モク		防災教育 ボウサイ キョウイク		四季が丘中学校 シキ オカ チュウガッコウ

				7月23日(日) ガツ ニチ ニチ		防災ひろば ボウサイ		マツダスタジアム

				9月3日(日) ガツ ニチ ニチ		佐伯区総合防災訓練 サエキク ソウゴウ ボウサイ クンレン		楽々園小学校 ラクラクエン ショウガッコウ

				9月3日(日) ガツ ニチ ニチ		たられば防祭		レクト・アルパーク

				9月17日(日) ガツ ニチ ニチ		東区防災訓練 ヒガシク ボウサイ クンレン		中山小学校 ナカヤマ ショウガッコウ

				10月21日(土) ガツ ニチ ド		防災さんぽ		宮園地区コミュニティ ミヤゾノ チク

				11月1日(水) ガツ ニチ ミズ		防災教育 キョウイク		城山北中学校 シロヤマ キタ チュウガッコウ

				11月4日(土) ガツ ニチ ド		エディオンスタジアム広島フェスタ		広島広域公園陸上競技場

				11月12日(日) ガツ ニチ ニチ		安佐北区防災訓練		落合小学校 オチアイ ショウガッコウ

				11月23日(祝) ガツ ニチ シュク		防災教育 ボウサイ キョウイク		安北小学校 ヤス キタ ショウガッコウ

				11月26日(日) ガツ ニチ ニチ		五月が丘学区防災訓練 サツキ オカ ガック ボウサイ クンレン		五月が丘小学校 サツキ オカ ショウガッコウ

				12月10日(日) ガツ ニチ ニチ		美鈴が丘学区防災訓練		美鈴が丘小学校 ミスズ オカ ショウガッコウ









③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

広島市、
広島西部山系砂防事務所

流域治水協議会

○防災教育の推進及び防災情報の効果的な発信・活用

減災対策協議会

○出前講座等を活用した防災教育の推進 68

広島市豪雨災害伝承館

• 平成26年8月豪雨の被災地に「広島市豪雨災害伝承館」を整備。被災者自らが指定管理者として施設運営
するとともに、災害の教訓を語り継ぎ、防災・減災学習の講座等を実施している。

• この災害を機に国交省が整備した砂防堰堤では、パネル展示、見学会などを実施するとともに、豪雨災害伝
承館に資料提供を行い、相互に防災意識の向上に取り組んでいる。

長束八木線

（広島市施工
中）

上楽地１号砂防堰堤
（1006-2渓流）

上楽地２号砂防堰堤
（1006渓流）

紫野采砂防堰堤
（305渓流）

梅林台砂防堰堤
（304渓流）

広島市豪雨災害伝承館

小原山砂防堰堤
（303渓流）

小原砂防堰堤
（1005渓流）

位 置 図

広島市豪雨災害伝承館

地理院地図(電子国土Web)

広島市豪雨災害伝承館 展示エリアの様子

小原山砂防堰堤
（303渓流）

広島市豪雨災害伝承館 外観



③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

流域治水協議会

○防災教育の推進及び防災情報の効果的な発信・活用

減災対策協議会

○自主防災組織の育成や活動支援、連携強化 69

「ASAKITAつながる災害伝承パネル」の作成支援

• 「ASAKITAつながる災害伝承パネル」を希望する自主防災会単位で作成することにより、災害を自分ごととし
て捉え、適切な避難行動を促す仕組みづくりを構築する。

広島市

令和6年３月４日時点で４単位
自主防災会作成済み

• 過去の災害を写真等を用いて、子どもまで分かるように作成し、集会所などへ展示する。
• 安佐北区役所は作成支援として、パネルの印刷及びフレームの購入を負担する。

■事業概要

作成例
可部学区
新建自主防災会



④グリーンインフラの取組

流域治水協議会

○小中学校などにおける河川環境学習など

70

小学校における河川環境学習の実施

• 太田川流域７市町（広島市、東広島市、廿日市市、安芸高田市、府中町、安芸太田町、北広島町）で構成す
る太田川流域振興交流会議において、流域内の小学校を対象に、地域で活動するNPO法人などと協働で河
川環境学習を実施している。

太田川流域振興交流会議の概要
【設立の経緯】
• 平成６年度、太田川流域首長会議（太田川サミット）で、流域

市町村の連携による水質保全対策の実施が提案され、実施
機関として「太田川流域市町村水質保全会議」設立

• 平成１０年４月、太田川の流域市町が連携し、流域内での振興
や交流活動、水質保全活動、自然環境保全活動、普及啓発活
動に関する事業の展開や情報交換を行うことにより、発展改
組した「太田川流域振興交流会議」を設立

【事業内容】
1. 太田川流域の地域資源を活用した振興や交流に関する活動

及び普及啓発事業
2. 太田川流域の水質浄化及び水質汚濁防止に関する活動及び

普及啓発事業
3. 太田川流域の自然環境保全に関する活動及び普及啓発事業
4. 上記に関する調査研究事業、その他必要な事業

活動の様子

【令和５年度】
実施期間：６月～１１月
実施場所：広島市、廿日市市、安芸高田市、安芸太田町
参加小学校：広島市、東広島市、廿日市市、安芸高田市、安芸太田町、北広島町内の１３校、４５５人（教員含む）
実施プログラム：林業体験、水生生物観察、干潟観察、太田川や地域の歴史などの学習

広島市



④グリーンインフラの取組 北広島町

71

小中学校における河川環境学習の実施

小中学校などにおける河川環境学習等
１．芸北中学校
自然環境の保全（場所：八幡湿原・教室での学習、計１２回 令和５年7月～11月）
茅の利活用【茅プロジェクト】（場所：芸北地域、令和５年１１月）、水生生物の観察（場所：滝山川、令和５年７月１１日）

２．豊平小学校
オオサンショウウオの観察（場所：都志見川、令和５年10月１５日）、
太田川流域交流会議主催プログラム（場所：三段峡、令和５年１１月１0日）

３．芸北小学校
カワシンジュガイの観察（場所：草安川、令和５年4月１８日）
イワミサンショウウオの観察（場所：荒神原地区、令和５年４月１３日）、川遊び（場所：大暮川、令和５年7月７日）

都志見川
オオサンショウウオの

観察

三段峡
太田川流域交流会議主催プログラム

芸北地域
茅プロジェクト

• 小中学校における河川環境学習等を実施し、自然環境が有する多様な機能活用に取り組んでいます。

流域治水協議会

○小中学校などにおける河川環境学習など



④グリーンインフラの取組 太田川河川事務所

72

小中学生や高校生等を対象とした水生生物調査の実施

• 国土交通省では、川の生き物をしらべ水生生物による水質判定の実施を目的に昭和５９年から、小中学生
や高校生を主に対象とした水生生物調査を実施している。

• 令和５年度においては管内の小中学校を対象に３回実施した。

開催日 令和５年７月６日
団体名 己斐上中学校
人数 ３人
場所 古川（⑬松原橋）

開催日 令和５年７月２５日
団体名 口田中学校
人数 １５人
場所 太田川（⑬松原橋）

流域治水協議会

○小中学校などにおける河川環境学習など



④グリーンインフラの取組 温井ダム管理所

流域治水協議会

○温井ダム上流域等からの土砂バイパス等による生物の多様な生息環境の保全・再生

73

温井ダム上流域等からの土砂バイパス等による
生物の多様な生息環境の保全・再生

• 柴木川ダム等の浚渫土を温井ダム下流に置土投入することで放流時に河床材料粗粒化、河床攪乱低下の
改善及び生物の生息等環境の改善に関するモニタリングを実施中。（令和５年度もダム直下に置土を実施中
（V=約2,000m3））

赤系統：粗粒化傾向、 青系統：砂礫が多い傾向河床材料の経年変化（下流）

指標種の調査結果 河床の状況毎に指標種を設定し、置土フラッシュ後にモニタリ
ング調査を実施中。

置土設置箇所、モニタリング箇所
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